

















と若年人 口の減少があいまって減少に転じている。4)そのため明 日香村の活性化 にとって、観光客
の増加を図ることが重要な課題と考えられる。







































手段の多様化、③村内移動手段の主力である 自転車の安全性 ・利便性の向上、などが課題 になる。
(2)地 域 づく り における 将来像
　「第3次 明 日香 村 総合 計画 」(平成11年)で は、整 備 方針 ・土地利 用 方針 と して 、「万葉 の道 のネ






























●明 日香村 内の観光 ・周遊行動の安全性 ・快適性 ・利便性を高めるために、 自転車による移動を主
　体にバスとの連携を図り、村 内を 自転車やバスを利用して 自由に移動することができるフリーラ
　イドシステムを構築する。
●明 日香村 に流入する 自動車は指定の駐車場 に誘導し、明 日香村 内を観光周遊するにあたって 自転
　車やバスを利用する事を促進する。


















●イベントとの一体化による新しい魅力創 出とバス ・レンタサイクルの利用促進 に関する実験。
3.交 通社会実験の実施 内容
(1)実験の実施 日時
　 実施 日は2000年11月18日(土)・19日(日)・25日(土)・26日(日)、実施時間は午前9時 ～午
後5時 。
(2)実験の実施体制







　 交通社会実験で運行するバスルートと、レンタサイクルー 実験バスー 自動車一鉄道との結節地
点は図1の とおりである。
　 図中に示す5箇 所の指定駐車場(高 松塚、亀石、石舞台古墳、飛鳥資料館前、甘樫丘の各駐車













　 明 日香村内を観光・周遊するときに用いる 自転車は、地元レンタサイクル業者の所有する 自転
車を活用する。実験では村内すべてのレンタサイクル業者から総台数2000台を借り受けた。
　 実験に参加するレンタサイクル業者の 自転車を利用する人は、実験バス に自由に乗降すること
ができる。

































・現行 の レンタサ イクル利用
料金と同じ。


























































●Q1来 訪 目的　Q2観 光の満足度　Q3こ れまでに明 日香村を訪れた回数　Q4明 日香村までの






















　アクセス手段は、自家用車が約4割 、電車が5割 である。グループの人数別には、家族 、夫婦・
カップルなど3～5人 のグループでの 自動車利用の割合が多く、多人数のグループでは鉄道利用の
割合が多い。また、年齢階層別 には30歳台において 自家用車利用が最も多い。年齢が高くなる につ






　 チケ ッ トの販 売実 績 による と、4日 間で延 べ2500人あま りが 交通社 会 実験 に参加 した(レ ンタサ
イ クル や 実験 バス のチケ ッ トを購 入)。 そ の約 半数 はレ ンタ サイ クル ・バス1日 券 を購 入 、14時以
降有効 の レンタ サイ クル ひる さが り券購 入者も13%に 達し た。バ ス1日 券 は18%が購 入 、バス の1
回利用 者も20%に達 した 。(表2)
　 鉄道 で 明 日香 村 にアク セス した 人の うち57%が実験 に参加 し た。こ れ に対 して 、 自家用 車 でアク
セス した人 の 実験へ の参加 は23%にと どま り、そ の54%はその まま 自家用 車を利 用 して村 内を周遊
した。
　 実 験バス の乗 車人 数 は、4日 間で延 べ3440人で 、25日(土)に は1000人あま りの 人が利 用 した。
また 、1便 当た り の平均 乗車 人数 は27人/便(4日 間平均)で 、最多 の25日(土)に は31人/便であ
った。 チケ ッ トの販 売枚 数か ら推 計す ると 、レ ンタサイ クル ・バ ス1日券購 入者 は 平均0.6～0.8回/
30　飛鳥地域づくり交通社会実験について
表2　 チケット販売状況
レン タ サ イ クル ・バ ス1日 券 1,247枚 49
レンタサイクルひるさが り券 322枚 13%
バス1日 乗車券 453枚 18%























レンタサイ クル と実験バ スの両方 35% 61% ?2%
実験バスのみ 41% 52% 70%
レンタサイ クルのみ 45% 54% 39%


























と実験バスを組み合わせて利用した人が、より多く(1人 当たり1日8箇 所前後)の 観光拠点や史
跡を訪 問したことが分かった。(表4)




























































































































　 ⑦ 「周遊型」の 自動車来訪者 に対する村内交通システムの適切な利用誘導
　 自動車でアクセスした人の実験参加率は23%にとどまり、 自動車による来訪者 は滞在時間が短か




　 ⑧ 「立ち寄り型」の 自動車来訪者 に対する村内移動交通の整序化




　 これに対して、先に示すように自動車来訪の割合が多い家族連れ等へ対応 し、村内周遊 における
自動車からの転換を図るととも に、村内を周遊する 自動車が歩行者やレンタサイクル利用者の安全
性 に影響を及ぼさないよう、村 内における 自動車利用を整序化することが課題になる。
(2)新たな観光拠点の整備 に対する課題







































































らか ら明 日香村の観光の交通体系の整備 と新たな観光拠 点への対応 について課題が明らか になっ
た。これは観光だけでなく地元住民の生活交通への支障回避や 自動車による環境負荷の低減の視点
からも重要である。今後具体化する方策を考える必要がある。
